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1 ．は じめ に

　柱幅よ り広 い 梁 幅を有す る幅広梁 の実用化 は、建物高 さの 低減及び階高 の 有効利用 の 観点か ら 、

有利な手段 と し て 、 最近注 目され て い る。 しか しなが ら 、 こ の よ うな 幅広梁 で 形成 さ れ る架構 の

場合 、 柱幅よ り外側に 梁 が存在 す るた め に、通常の RC 柱 ・梁架構 に比 べ て 、 梁主筋の 曲げモー

メ ン トの 分担、ね じ り に よ る 応 力伝達及 び 応 力の 分布特性な ど応 力伝達機構が複雑で あ り 、 こ の

種の 架構 の基本 的特性 を解明す る こ とは 、 実用上 、 非常に重要 で ある 。 　　　　　 ・　　　　
1

　本報で は、こ の種の 架構の復元力特性、破壊性状等 の 耐震性 能 を把握 す るた め に 行 っ た梁幅及

び直行梁 の 有無 を要因 と した形状の違 う幅広梁 ・柱部分架構の 繰 り返 し水平加 力実験に関 して 報

告す る 。 な お 、こ こ で は 主 と して 、 直交梁 の 有無 に つ い て検討 した結果を示す 。

2 ．実験概要

　 2 ． 1　 試験体

　表一 1 に 試験 体一覧、表一 2 に材料試験結果 、 表
一 31e 試験 体形状及び 図

一 1 に 試験体図を示

す 。 試験体 は 、 実物を 1 ／ 3 縮 尺 した幅広梁 ・柱部分架構模型 で あ る 。 柱寸法は 20crn　×　20em の 正

方形断面 、 幅広梁 成は 15cmに統一
した 。 また、梁主筋 の 鉄筋比 、あば ら筋比 に つ い て は各試験体

と もほ ぼ 同 じ値 と し、 柱主筋 （16−D16）、帯筋 （D6＠ 50）の配筋に っ い て は各試験体で 同一と し た 。
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　 タ イ プ 1 〜 3 の試験体は 、 内柱部分架

構 を タ イ プ 4 は外柱部分架構を対象 と し

て い る 。 タ イブ 1 は 1 方向幅広 梁、タイ

プ 3 は 2 方向幅広梁及び タ イ プ 2
，

4 は

柱側面 に従来型 の 直交梁 が 付 い た もの で

ある 。 1B − 3 ， 1C − 3 試験体は幅広

梁 の柱幅内の 主筋を集中配筋 と し 、 他 の

試験体は梁全幅に わた っ て 均等配筋 とす

る 。 ま た 、 lC − 3 は 、 lB − 3 に 比 べ

て 柱側面 を貫通 す る直交筋量が 少な い 。

　 梁幅 の柱幅に対す る比 と して は、 2 ，

3 の 2 ケー ス で あ る。

　 2 ． 2　加 力方法

　加力装 置は図
一2 に示す よ うに 、柱の

上 下端及び梁の両端を ピ ン 支持 と し、
’
加

力 は柱 の 上端 部 に 取 り付け た 押 し引 きオ

イ ル ジ ャ キ に て 、正負繰 り返 し水平加 力

した 。

　 また 、 柱軸力 を導入 した 。 こ の 柱軸力

は、ア ン ボ ン ドPC 鋼棒を柱下端 に 定着

し、柱上部 に オ イ ル ジ ャ キ を用 い て 常時

30Kgf／cm2 （12tonf）を保持す る。 図
一3

に は、載荷履歴を示す 。

　 測定項目と して は柱 の 部材角 、 梁 の 各

部 の 鉛直変位、主筋及びせ ん 断補強筋 の

ひ ず み度 、 梁 の せ ん 断力及 び柱に加 わ る

水平 力で あ る 。

3 ．実験結果

　 3 ． 1　 ひ び割れ と破壊状況

　全て の 試験体で 梁主筋 の 降伏型に な う

て い る 。

（パ ネ ル は柱幅 x 梁幅 と して 、そ の 降伏

時の せん断応 力度 τ p は約 75kg／cm2 程度

と な っ て い る 。 ）

ま た 、 柱に は ほ とん どひ び割れ は な い 。
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　図
一41 こ、最終段階 で ．の 梁 幅／柱幅≡ i

2 ， 3 （以下 、 梁 幅 2 ， 3 と称す）に っ

い て 、 そ れ ぞれ直交梁の 有無に よ る試験

体 の 梁上面及び側面 の ひ び割れ 図を示す 。

1 ’

障 二
’

，　 1 側 面
　　 　 f，　f”i

　　　　　　 2A − 2

　　　　　 図
一 4 　 ひ び 割 れ 図

1

ノヤつ
”
，

’

L レ
’
ノ
’
『

ρ
　 　 　 ρ　　　　馳

，■響

1ノ「！f ’

噸
、

　
・
　　　　　ρ　　　　　　　　r　　　辱

o

£
、

‘「 ’ 鰻 ．．
’

，， 、

lA −3

ll 」

ノi7｝
”

泌 、

wl 傭 i

監　  　 〔 　　　　
一

　 　 卩曹’ ∫
、
．
F

，
、

‘
、
，

气

2A − 3

一698一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

　初期ひ び割れ は 、各試験体 と も柱 ・梁接合部の 隅　　　　　　　0

角部よ り発生 した （  ）。 柱 ・梁接合部 よ り離 れ た

位置で の ひ び割れ は 、 荷重増加 に伴 い 加力方向 と直

交方向 に 、あ ば ら筋 に そ っ て ほ ぼ 10cm間隔で梁全 幅

に 伸び て い っ た 。 ま た 、 ね じれ に よ っ て 生 じ た た と

思 わ れ る ひ び割 れ が 柱 面 に 対 して 約 45°

の 角度 を持

ち隅角部よ り自由辺 に 向か っ て 進展 し た （  ） 。 こ

の 斜 め ひ び割れ は直交梁 の 無 い 場合に顕著に 見 られ

た 。 終局時 で は 梁 幅 2 の 場合は、柱 の 付 け根 に 生 じ

た梁 ・柱接合部で の ひ び割れ幅が拡大 して終局に 至

っ た （  ） 。 梁幅 3 の 直交梁 の 無 い 1A − 3 は 、2

A − 3 に比 べ て 、梁 ・柱接合側面 の 斜め ひ び割れ幅

が 、 終局時 に大 きくな っ た （  ） 。

　 3 ． 2　 復元力特性

　表
一4 に 実験結 果

一
覧及 び 図

一5 に 荷重
一

変形関　　　　　　 O

係 を計算値 と比 較 して 示す 。曲げ終局耐力の 計算値

は 、 梁 の降伏線 を柱 フ ェ
ー

ス に 仮 定 し 、 （1｝式及 び

e 関数法に よ り算定 した （＊ 1 ） 。 な お 、 梁 、 柱の

変形 は曲げ ひ び割れ に よ る剛性低下 （＊ 2 ）及び 主

筋降伏を考慮 し た ト リ リ ニ ア 型 を 、
パ ネ ル の せ ん 断

変形 は完全弾性 と仮定 して 求めた 。 ひ び割れ発生荷

重 は （2）式 に よ っ て算定 した （＊ 3 ）。 　 計算値 と

実 験 値 を比 較す る と、ひ び割 れ発 生荷 重 は 全 て の 試

験体で ほ ぼ一致 した 。 ま た 、降伏荷重 は梁幅 2 及び

直交 梁 を設 けた梁 幅 3 で 計算値 と
一

致 し 、 直交梁 の

無 い 梁幅 3 で計算値を下回 っ た 。　　　　　　　　℃
　　　 表

一 4 　 実 験 結 果
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　＋字型試験体 は多少 の ス リ ッ プ 性状を示 し、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 100
4A − 2 は紡錘型 の性状を示す 。 また 、 いず

れ の 試験体 と も大変形 時 ま で 耐 力低下 は認 め

られず靱 性に富ん で い る。

　図一6 に 、 各載 荷履 歴 の ピー
ク時で の エ ネ

ギ ー消費 量 を示す 。 梁幅 2 の 場合は直交梁 を
50

有する試験体 の 方が 、 無 い 試験体 に 比 較 して

エ ネ ル ギ ー消費量が大 きい 。

　図
一7 に は 、 各載荷履歴 の梁の 有効幅係数

を示す 。 こ の 値は 、 梁の 降伏線 に おけ る梁主
o°

筋 の ひ ず み よ り求め た 曲げ モ ーメ ン トを 、 梁

の 全主筋が柱を貫通す る梁主筋 の ひ ずみ と同
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1、0
じ で あ る と仮定 して 求めた曲げ モ ーメ ン トで

除 した もの で あ る 。 梁 幅 3 の 場 合 は、直交梁 ag

を有す る 2A − 3 方が 、直交梁 の 無 い 1A −

3 に 比 較 して 、早 い 段階で 梁主 筋は 曲げに 対
OS

して
一

様に効 い て い る と考え られ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．7

・ ．繍 　 　 　 　 　 誰 7 梁 の 有 効 驫 数 　
）

　本実 験 の 結果は次 の よ うに要約 さ れ る 。

　 1 ）梁 幅 2 （梁幅／柱幅一 2 ） の 試 験体で は 直交梁の有無に 関わ らず梁主筋が全て 降伏す る と

　　　して 求め た 曲げ耐力を発揮す る 。 梁 幅 3 （梁 幅／柱 幅 ＝3 ）の 試験体 は従来型 の 直交梁を

　　　設け る ごと に よ り梁幅 2 と同様に 曲げ耐力を発揮する こ とが で き る 。

　 2 ）復元力特性は、RC 規準 で示 さ れ て い る 剛性低下率等 で 評 価す れ ば ほ ぼ 推定で きる 。

　 3 ）幅広梁 で 形成され る架構は 、
ス リ ッ プ性状を示すもの の大変形時まで 耐力の 低下 は認 め ら

　　　れ ず靱性 に富ん だ架構で ある。

　今回は 主 に 直交梁 の 有無 に よ る性状 の 違 い に っ い て 考察 した 。 文献 1）及 び今回の 実験全体 を総

合的 に 判 断す ると、実用的に は梁幅 の 3 倍程度 まで 拡げる こ と が 可能 で あ る 。 た だ し、 2 倍を越

え る場合 は直交梁 を設 ける こ とが有効な手段で あ る 。
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